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研究成果の概要（和文）：江戸町方人別帳、及び文献解釈によって、近代への過渡期における道徳(孝）と都市
家族の実態を解明した。核家族が50%超を占め、江戸で家族を形成し、町々を移動しながら定着していた。道徳
意識は、自分の家族世帯に対する愛着を特徴とする。親子間の情愛は、家族の紐帯となるが、孝養と養育を通し
て形成、確認される。孝は、家族による自己完結的な家族構成員の管理、そのための主体的自助努力を本質とす
る。

研究成果の概要（英文）：Analyzing records of population census carried out in the Edo period 
(Nimbetsucho) and literature, we clarified the actual situation of urban families and morality 
(filial piety) in the period of the transition to the modern times. Nuclear families, which exceed 
50% of the whole, were staying as families in the Edo moving from town to town. Moral (filial piety)
 consciousness is characterized by an attachment to his/her household. Compassion between parents 
and children, which is a close bond of families,had been formed and confirmed through filial support
 and bringing-up.Essence of filial piety was self-conclusive management of family members,and 
independent self-help to achieve it.

研究分野： 思想史

キーワード： 民衆道徳　孝　貝原益軒　中江藤樹　人別帳　四谷塩町一丁目　麹町十二丁目　四谷伝馬町新一丁目

  ３版



1． 研 究 開 始 当 初 の 背 景  

 (1)近 代 へ の 過 渡 期 と は 、 1700 年 代

末 か ら 幕 末 維 新 期 ま で の 期 間 を い う 。

こ の 時 期 の 民 衆 道 徳 に お け る 第 一 義 的

徳 目 は 、孝 で あ る 。民 衆 の 孝 の 特 徴 は 、

親 子 の 連 続 性 を 根 拠 と す る 情 緒 的 な 道

徳 と い う 点 に あ る 。 存 立 の 原 理 を 自 覚

す る こ と に 始 ま る 儒 学 の 孝 は 、 実 践 す

べ き 自 明 の 本 性 へ と 変 容 す る 。 こ れ を

儒 学 の 民 衆 化 と 捉 え る こ と が で き る 。  

 (2)幕 末 維 新 期 の 江 戸 町 方 人 別 帳 デ

ー タ ベ ー ス 分 析 に よ れ ば 、 都 市 住 民 の

標 準 的 家 族 形 態 は 、 夫 婦 と 未 婚 の 子 供

た ち か ら な る 核 家 族 で あ る 。 親 と 同 居

し て 孝 養 を 尽 く す と い う 形 で 孝 を 実 践

す る 世 帯 は 限 定 的 で あ る 。 都 市 家 族 の

現 実 は 、 孝 の 内 容 が 世 帯 構 成 や 社 会 階

層 に よ っ て 異 な る こ と を 示 唆 す る 。  

 

2． 研 究 の 目 的  

 研 究 の 目 的 は 、 孝 道 徳 の 展 開 と い う

観 点 か ら 、 儒 学 の 民 衆 化 の 過 程 と そ の

要 因 を 解 明 す る こ と に あ る 。 方 法 と し

て 、 (1)文 献 解 釈 を 中 心 と し た 思 想 史

的 方 法 、 (2)人 別 帳 デ ー タ ベ ー ス を 史

料 と し た 都 市 住 民 の 実 態 分 析 と い う 実

証 的 方 法 の 二 点 を 設 定 、 相 互 補 完 さ せ

る 。 成 果 を 総 括 し て 、 都 市 生 活 者 が 都

市 を 生 き 抜 く た め に 講 じ た 戦 略 的 意 図

と い う 観 点 か ら 、 民 衆 に お け る 孝 を 再

定 義 す る 。  

 (1)思 想 史 的 方 法 で は 、①  近 世 前 半

の 儒 学 に お い て 、 孝 を 人 間 の 本 性 と 定

め 、 報 恩 の 義 務 を 負 う こ と に な る 論 理

構 造 を 明 確 に す る 。 ②  1700 年 代 以 降

の 民 衆 道 徳 を 対 象 に し て 、 ① で 把 握 し

た 論 理 構 造 の 展 開 過 程 を 追 究 す る 。  

 ( 2 )実 証 的 方 法 で は 、 ①  世 帯 構 造 、

家 族 形 態 、 社 会 的 階 層 分 化 の 状 況 等 に

着 目 し て 都 市 住 民 の 実 態 を 解 明 す る 。

②  江 戸 定 着 状 況 、 家 族 形 態 移 行 、 世

代 継 承 例 な ど の 分 析 を 通 し て 、 孝 行 の

具 体 的 諸 形 態 を 開 示 す る 。 ③  ① ② を

総 合 し て 、 孝 イ デ オ ロ ギ ー の 現 実 性 を

検 証 す る 。  

  

3． 研 究 の 方 法  

 (1)思 想 史 的 方 法  ① 日 本 儒 学 に お

い て 孝 、 恩 の 論 理 を 構 築 、 そ の 教 説 が

普 及 し た 中 江 藤 樹 と 貝 原 益 軒 を 対 象 に

設 定 す る 。 藤 樹 の 太 虚 、 益 軒 の 理 気 一

体 論 を 取 り 上 げ 、 人 間 の 存 在 構 造 と 報

恩 観 念 を 導 き 出 す 論 理 を 明 示 す る 。 報

恩 を 自 ら に 課 す 義 務 に 昇 華 さ せ る 概 念

装 置 と し て 、「 天 地 の 子 」意 識 を 取 り 上

げ 、 そ の 概 念 構 造 と 意 義 を 考 察 す る 。  

②  民 衆 道 徳 で は 、 1800 年 前 後 の 教 訓

書 を 資 料 に し て 、 人 間 存 立 の 本 源 、 報

恩 の 論 理 、「 天 地 の 子 」意 識 の 変 容 を 追

究 す る 。  

 

 (2)実 証 的 方 法  ① - 1 世 帯 の 居 住 階

層・職 業・居 住 年 数・家 族 構 成 を 抽 出 、

町 屋 敷 に 配 置 す る と い う 方 法 で 、 町 屋

敷 ご と に 世 帯 構 造 を 復 元 し 、 そ の 特 徴

を 考 察 す る 。  

① -2 ハ メ ル -ラ ス レ ッ ト 分 類 法 (H-L 分

類 法 ） に よ っ て 家 族 形 態 を 分 類 し 、 世

帯 構 成 を 考 察 す る 。  

① -3 社 会 的 階 層 の 分 化 の 検 証 基 準 と

し て 、居 住 階 層・職 業・居 住 期 間 (移 動

頻 度 )の 三 点 を 設 定 す る 。  

② -1 世 代 継 承 、世 帯 構 成 、移 動 頻 度 の

観 点 か ら 、江 戸 定 着 パ タ ー ン を 類 型 化 、

定 着 状 況 を 実 証 的 に 解 明 す る 。  



② -2 家 族 形 態 移 行 分 析 、 及 び 世 代 継

承 の 事 例 を 検 証 し 、 世 代 継 承 戦 略 と 直

系 家 族 世 帯 の 実 態 を 明 ら か に す る 。  

③  ① ② を 総 合 し て 、 孝 イ デ オ ロ ギ ー

の 現 実 性 を 検 証 す る 。  

 

4． 研 究 の 成 果  

 (1)①  儒 家 に お け る 孝 論 で は 、 人 間

が こ の 世 界 に 存 立 さ せ て も ら う 恵 み を

恩 と 規 定 す る 。 孝 の 本 質 は 恩 に 報 い る

行 為 、 生 を 通 し て 存 立 の 本 源 に つ か え

る 行 為 で あ る 。 孝 の 内 容 は 人 間 存 立 の

本 源 を 何 に 求 め る か に よ っ て 二 つ に 分

か れ る 。 第 一 は 、 人 間 の 誕 生 の 事 実 を

存 立 の 本 源 と 定 め る 論 理 で 、 中 江 藤 樹

を 嚆 矢 と す る 。 恩 と は 父 母 に よ る 分 娩

と 養 育 を 指 し 、 父 母 に つ か え て 日 々 生

き る こ と が 孝 で あ る 。 第 二 は 、 天 地 に

よ る 万 物 生 成 の 働 き を 本 源 と す る 論 理

で 、 貝 原 益 軒 が 朱 子 学 的 理 気 論 を 援 用

し て 構 築 し た 。 天 地 の 恩 に 報 い る と い

う 意 味 で 、 孝 は 社 会 生 活 全 般 に わ た る

規 律 遵 守 に ま で 拡 大 す る 。 儒 家 の 孝 論

の 特 徴 は 、 存 在 論 を 基 礎 に し て 構 築 さ

れ る 点 に あ る 。 藤 樹 の 孝 は 、 宇 宙 の 全

体 構 造 ･図 式 、図 式 に 則 り 働 く 宇 宙 の 根

源 ・ 太 虚 、 太 虚 か ら 派 生 す る 個 別 具 体

的 物 体 、 具 体 的 物 体 か ら 構 成 さ れ る 宇

宙 全 体 を 包 摂 す る 概 念 で あ る 。  

 「 天 地 の 子 」 意 識 と は 、 自 ら の 存 在

構 造 を 天 地 の 派 生 体 と 捉 え る 意 識 で あ

る 。藤 樹 と 益 軒 は 、人 間 を「 天 地 の 子 」

と 位 置 づ け る 。 「 天 地 の 子 」 意 識 は 、

自 ら が 打 ち 立 て た 世 界 観 に 基 づ い て 世

界 の な か に 自 ら を 定 位 し た 上 で 、 日 常

行 為 の 工 夫 を 重 ね る こ と を 通 し て う ま

れ る 。 人 間 は 、 思 索 と 行 為 を 重 ね る こ

と に よ っ て 、 自 身 の 力 で 「 天 地 の 子 」

に な る の で あ る 。 そ の 意 味 で 、 「 天 地

の 子 」 の 生 ＝ 孝 行 は 、 自 ら に 課 し た 義

務 で あ り 、 か つ 主 体 的 自 律 的 な 営 み で

あ る 。 「 天 地 の 子 」 意 識 は 、 社 会 に お

け る 自 己 の 存 在 意 義 に 対 す る 真 摯 な 問

い 掛 け を 契 機 と し 、 社 会 の 構 成 員 と し

て の 自 覚 を 促 す 。  

②  1800 年 前 後 、 民 衆 の 主 体 的 学 習 意

欲 が 向 上 、 道 徳 の 大 衆 化 が 始 ま る 。  

 往 来 物 や 教 訓 書 の 刊 行 は 隆 盛 に 向 か

う 。 民 衆 向 け 教 訓 書 は 、 平 易 な 言 葉 で

日 常 道 徳 を 説 く 。し か し 、貝 原 益 軒『 益

軒 十 訓 』 な ど の 儒 学 系 教 訓 書 を 除 き 、

人 間 の 本 源 に 関 す る 思 索 が 説 か れ る こ

と は 少 な い 。  

 「 天 地 の 子 」 論 に お い て は 、 人 間 が

「 天 地 の 子 」 で あ る 根 拠 が 存 在 論 に 基

づ い て 説 明 さ れ な い 。 天 地 は 万 物 の 生

育 を 助 け る と い う 理 由 の み で 、 無 条 件

に 万 物 の 上 位 に 位 置 す る 。 共 に 天 地 を

戴 く 者 と し て 、 人 間 は み な 生 ま れ な が

ら に し て 「 天 地 の 子 」 な の で あ る 。 こ

の 点 、 儒 家 の 「 天 地 の 子 」 意 識 と 決 定

的 に 異 な る 。  

 孝 行 の モ チ ベ ー シ ョ ン と し て 、 父 母

の 子 と し て 生 き て い る 事 実 が 強 調 さ れ

る 。分 娩 と 養 育 に あ た り 施 さ れ た 恩 が 、

孝 行 を 促 す 根 拠 で あ る 。 こ の 思 考 は 、

中 江 藤 樹 の 恩 論 を 継 承 し た と も い え る

が 、 宇 宙 の 存 在 構 造 に 関 す る 思 索 は み

ら れ な い 。 恩 の 論 拠 は 、 親 と 子 の 繋 が

り の み に お か れ る 。親 と 子 を 繋 ぐ 血 縁 、

互 い 交 わ さ れ る 深 い 情 愛 が 、 親 の 恵 み

が 生 じ 、 子 が 恩 に 報 わ ん と す る 動 因 で

あ る 。 孝 は 、 恩 の 体 認 自 覚 を 契 機 に し

て 為 す べ き 義 務 と 化 す 。  

 恩 の 論 拠 を 親 子 の 繋 が り に 設 定 し た

こ と に よ っ て 、 孝 の 内 容 は 、 父 母 の 養



塩町1 麹町12 伝馬新1

人口 567 580 379

世帯数 135 144 96

家持 4 4 1

家守 13 6 11

地借 41 71 29

上中階層 58(43%) 81(56％) 41(44％)

店借 77 63 52

下層 77(57%) 63(44%) 52(56%)

記載なし 3

【表1】四谷地区三町の人口と世帯数

      単位：人口(人）/世帯数（世帯）

居住階層別世帯数　　　　　　単位(世帯)

世帯数 比率 世帯数 比率 世帯数 比率

1 14 10.4% 20 13.9% 10 10.4%

1a 3 2.2% 4 2.8% 1 1.0%

1b 11 8.1% 16 11.1% 9 9.4%

2 3 2.2% 4 2.8% 3 3.1%

2a 2 1.5% 2 1.4% 1 1.0%

2b 1 0.7% 2 1.4% 2 2.1%

3 70 51.9% 68 47.2% 64 66.7%

3a 12 8.9% 9 6.3% 8 8.3%

3b 38 28.1% 42 29.2% 48 50.0%

3c 6 4.4% 7 4.9% 5 5.2%

3d 14 10.4% 10 6.9% 3 3.1%

4 29 21.5% 27 18.8% 14 14.6%

4a 10 7.4% 11 7.6% 9 9.4%

4b 3 2.2% 1 0.7% 0.0%

4c 13 9.6% 9 6.3% 4 4.2%

4d 3 2.2% 4 2.8%

4e 1 0.7% 1 1.0%

5 17 12.6% 24 16.7% 5 5.2%

5a 8 5.9% 7 4.9% 2 2.1%

5b 6 4.4% 8 5.6% 2 2.1%

5c 2 1.5% 8 5.6% 1 1.0%

5d

5e 1 0.7% 2 1.4%

6 2 1.5% 1 0.7%

計 135 100.0% 144 100.0% 96 100.0%

伝馬新1四谷塩1 麹町12

【表3】　四谷地区三町家族形態（単位：世帯)

塩町1 麹町12 伝馬新1

記載なし 1 7

宿・陸問屋 2 3

商売 3 50 7

渡世 35 9 40

職人 46 38 22

○○売・稼・棒手振 4 17 6

人足・車力・鳶 3 3 4

日雇稼 29 15 7

賃仕事 9 4 2

按摩・雑業 3 2 1

人足請負 1

医者 1

書役 1

総計 135 144 96

塩町1 麹町12 伝馬新1

商の部 28.1 43.8 49.0

工の部 34.1 26.4 22.9

雑業の部 37.8 29.8 28.1

【表2】四谷地区三町　名前人の職種　単位(世帯）

業種別(商業･工業･雑業)構成比　　　　単位(%)

育 、 家 業 精 進 、 家 の 存 続 、 家 族 の 安 泰

な ど 、 私 的 内 容 に 収 斂 す る 。  

 民 衆 道 徳 の 大 衆 化 の な か で 、 天 地 と

人 間 と の 連 続 性 は 、 生 得 的 賦 与 の 特 性

と 説 か れ る よ う に な る 。 民 衆 は 、 社 会

と の 連 続 性 を 論 理 的 に 了 解 し な い ま ま 、

優 れ た 「 天 地 の 子 」 と し て 生 き ね ば な

ら ず 、 自 ら の 力 で 自 分 な り の 世 界 観 を

構 築 す る こ と は 難 し い 。  

 民 衆 道 徳 に お け る 孝 は 、 儒 学 の 孝 の

概 念 や 用 語 を 取 捨 選 択 し て 編 成 し た も

の が 多 く 、 平 易 に 説 き 明 か す 工 夫 の な

か で 意 味 の 変 容 も 生 じ た 。 儒 学 の 民 衆

化 を 、 思 想 的 方 法 の み に よ っ て 、 儒 学

の 展 開 と し て 体 系 的 に 検 証 す る こ と は

困 難 だ と い え る 。  

 

 (2)① -1 四 谷 地 区 三 町 と は 、四 谷 塩

町 一 丁 目 (新 宿 区 本 塩 町 1～ 4） 、 麹 町

十 二 丁 目（ 新 宿 区 四 谷 1 丁 目 19～ 24）、

四 谷 伝 馬 町 新 一 丁 目 (新 宿 区 四 谷 2 丁

目 4、 8)で あ る 。 四 谷 地 区 三 町 人 別 帳

全 19 本 を デ ー タ ベ ー ス 化 、基 本 的 分 析

を 完 了 し た 。 1865 年 の 世 帯 構 造 か ら 、

三 町 の 特 徴 を 指 摘 す る 。  

 【 表 1】 は 、

1865 年 4 月 時 点

の 人 口 ･世 帯 数

一 覧 表 で あ る 。

塩 町 一 丁 目 と 伝

馬 町 新 一 丁 目 の

二 町 の 住 民 世 帯

構 成 、 及 び 比 率 は ほ ぼ 等 し い 。 下 層 世

帯 の 比 率 が 6 割 弱 を 占 め る は 、 地 借 世

帯 3 割 と 相 対 的 に 少 な い か ら で あ る 。

麹 町 十 二 丁 目 は 、70 世 帯 超 の 地 借 世 帯

が 上 中 階 層 の 構 成 比 を 上 げ て い る 。  

 【 表 2】で は 、

1865 年 4 月 に お

け る 名 前 人 の 職

業 を 職 種 別 に 分

類 、 集 計 し た 。

塩 町 一 丁 目 は 、

「 職 人 」 の 構 成

比 が 高 く 、 「 雑

業 の 部 」 の 構 成

比 は そ れ を 凌 ぐ 。 職 人 や 住 ま い を 仕 事

場 に す る 者 、 あ る い は 其 日 稼 ぎ の 人 に

と っ て 適 し た 町 で あ る 。  

 麹 町 十 二 丁 目 と 伝 馬 町 新 一 丁 目 は 、

商 売 の 町 で あ る 。 相 違 点 は 、 商 業 従 事

世 帯 の 社 会 的 階 層 で あ る 。 麹 町 十 二 丁

目 で は 上 中 階 層 が 大 半 で あ る の に 対 し 、

四 谷 伝 馬 町 新 1 丁 目 で は 店 借 が 約 4 割

に 上 る 。 こ の 相 違 は 、 経 営 形 態 に 原 因

す る 。 麹 町 十 二 丁 目 は 、 常 設 店 舗 が 中

心 で あ る が 、 伝 馬 町 新 一 丁 目 で は 、 振

り 売 り 方 式 の 零 細 な 経 営 規 模 が 相 当 数

を 占 め る 。  

① - 2  【 表 3】 は 、

1865 年 4 月 在 住 世

帯 の 家 族 形 態 を 、

H-L 分 類 法 で 分 類 、

世 帯 数 と 構 成 比 を

集 計 し た 表 で あ る 。 

 家 族 形 態 の 構 成

比 率 で は 、 町 ご と

の 相 違 が 認 め ら れ

る 。 麹 町 十 二 丁 目

は 、〔 類 型 4〕〔 類 型 5〕の 二 世 帯 同 居

世 帯 の 構 成 比 率 が 高 い 。 上 中 階 層 に お

け る 二 世 帯 同 居 世 帯 は 、 商 売 な ど 定 期

的 な 高 収 入 を 見 込 め る 職 業 が 多 い 。 家

の 継 承 、 親 の 孝 養 な ど の 孝 を 実 践 で き

る 世 帯 で あ る 。  



伝 馬 町 新 一 丁 目 は 、 単 純 家 族 世 帯 の 比

率 が 65％ を 超 え る 一 方 で 、二 世 帯 同 居

世 帯 の 比 率 は 三 町 の う ち 最 も 低 い 。 小

規 模 零 細 な 商 業 世 帯 が 小 商 い に よ っ て

生 活 基 盤 を 固 め 、 生 活 を 維 持 す る の に

適 し た 町 柄 だ と い え る 。 世 代 継 承 を 果

た し 、二 世 帯 同 居 世 帯 を 継 続 し た の は 、

養 子 夫 婦 を 迎 え た 一 世 帯 の み で あ る 。

伝 馬 町 新 一 丁 目 住 民 世 帯 に お い て は 、

自 ら の 世 帯 を 維 持 す る の が 世 一 杯 で あ

り 、 親 子 が 同 居 し て 親 に 孝 養 を 尽 く す

と い う 形 で の 孝 の 実 現 は 、 き わ め て 困

難 で あ っ た と い え る 。  

① -3 【 表 4】は 、麹 町 十 二 丁 目 住 民 世

帯 の 居 住 階 層 と 職 種 を 重 ね 、 町 屋 敷 ご

と に 分 類 、 集 計 し た 表 で あ る 。  

 職 業 と 居 住 階 層 に は 相 関 関 係 が あ る 。

職 業 の カ テ ゴ リ ー は 、 二 つ に 大 別 さ れ

る 。 一 つ は 、 継 続 居 住 と 経 済 力 を 形 成

す る 正 業 で あ り 、 居 住 階 層 は 上 中 階 層

に 集 中 す る 。 も う 一 つ は 、 其 日 稼 ぎ が

中 心 で 、 財 産 を 築 く 余 地 が な い 職 種 で

あ り 、 下 層 に 集 中 す る 。  

 町 内 に お け る 社 会 的 階 層 の 分 化 は 、

三 点 に わ た っ て 指 摘 で き る 。 第 一 は 、

町 屋 敷 ご と の 階 層 分 化 で あ る 。 上 中 下

層 が 集 中 す る 町 屋 敷 （ 1・ 5・ 10・ 16・

22 な ど ）、下 層 が 過 半 を 占 め る 町 屋 敷

（ 3・ 6・ 13 な ど ）と 対 照 的 な 町 屋 敷 が

混 在 す る 。 第 二 は 、 町 屋 敷 内 部 に お け

る 上 中 階 層 と 下 層 と の 分 化 で あ る 。 町

屋 敷 4・ 6・ 13 な ど で は 、店 借 半 数 以 上

を 占 め る 一 方 、 地 借 と 家 守 は 長 期 居 住

世 帯 で あ る 。 第 三 は 、 同 一 階 層 間 に お

け る 分 化 で あ る 。  

② 江 戸 定 着 を 、 二 世 代 以 上 に わ た り 江  

戸 の 地 に 居 を 構 え 、 江 戸 の 地 を 生 活 の

場 と す る 、 と 定 義 す る 。 麹 町 十 二 丁 目

1865 年 在 住 144 世 帯 の う ち 江 戸 定 着 条

件 を 満 た す の は 107 世 帯 で あ る 。  

 江 戸 定 着 は 二 つ の パ タ ー ン が あ る 。

〔 パ タ ー ン Ⅰ :江 戸 定 住 型 〕： 一 つ の 町

に 定 住 し て 、 家 職 ・ 家 産 ・ 家 名 の 統 体

で あ る 家 を 構 築 、 家 の 継 承 を 果 た す パ

タ ー ン で あ る 。 こ の 家 は 、 次 世 代 へ 引

き 渡 す 物 質 的 継 承 財 と い う 性 質 に お い

て 、 近 世 的 な 家 の 伝 統 を 継 承 す る 。  

〔 パ タ ー ン Ⅱ :江 戸 居 所 型 〕： 一 定 の 範

囲 内 を 移 動 し な が ら 、 江 戸 と い う 地 域

に 生 活 の 場 を 固 め る パ タ ー ン で あ る 。

こ の 家 は 、 夫 婦 掛 向 い で 切 り 回 し 子 供

を 育 て て い く 場 で 、 家 族 の 落 ち 着 き ど

こ ろ と い う 意 義 が あ る 。  

 パ タ ー ン Ⅱ は 、 移 動 の 頻 度 、 居 住 期

間 に よ っ て 二 つ の タ イ プ に 分 か れ る 。

〔 パ タ ー ン Ⅱ -① :江 戸 居 所 型 （ 長 期 居

住 ）〕： 一 定 の 場 所 に 比 較 的 長 期 間 居 住

し 、 江 戸 定 住 型 を 志 向 す る 。  

〔 パ タ ー ン Ⅱ -② :江 戸 居 所 型 （ 短 期 流

動 ）〕： よ り 稼 ぎ の 高 い 職 場 を 求 め て 、

頻 繁 に 移 動 を 繰 り 返 す 。  

〔 パ タ ー ン Ⅰ :江 戸 定 住 型 〕 の 実 数 を 、

1)名 前 人 が 麹 町 十 二 丁 目 に 生 ま れ 、 2)

物 質 的 継 承 財 、 3)家 継 承 の 象 徴 で あ る

名 称 襲 名 の 3 点 の 指 標 を 立 て 検 証 し た 。

江 戸 定 住 型 は 6 世 帯 、 江 戸 定 着 107 世

帯 の 僅 か 6％ 弱 に 限 ら れ る 。  



 江 戸 定 着 状 況 検 討 結 果 か ら 、 孝 の 具

体 的 形 態 を 読 取 る こ と が で き る 。 江 戸

定 住 型 、 江 戸 居 所 型 （ 長 期 居 住 ） は 、

家 業 精 進 、 家 の 存 続 と い う 孝 を 実 現 し

て い る 。一 方 、江 戸 居 所 型（ 短 期 流 動 )

は 、 江 戸 の 地 で 生 き 抜 く た め の 行 き 方

が 最 重 要 課 題 で あ り 、 江 戸 生 存 戦 略 を

も っ て 孝 と 捉 え る こ と が で き る 。  

③  孝 イ デ オ ロ ギ ー の 典 型 は 、父 母 の 孝

養 、 家 業 精 進 と 家 の 継 承 で あ る 。 単 純

家 族 世 帯 の 実 態 か ら 、 そ の 現 実 性 を 検

証 し た 。 労 働 市 場 を 求 め て 繰 り 返 す 移

動 、 単 純 労 働 に よ る 低 賃 金 、 継 承 財 が

な い 、 子 ど も 世 代 へ の 不 十 分 な 教 育 な

ど は 相 関 し 経 済 的 理 由 に 集 約 さ れ る 。

単 純 家 族 世 帯 再 生 産 の 要 因 の 一 つ は 、

経 済 的 要 因 で あ る 。 単 純 家 族 世 帯 の 実

態 か ら 、 孝 イ デ オ ロ ギ ー 実 現 が 限 定 的

と 論 定 で き る 。  

 江 戸 町 方 住 民 の 実 態 を 検 討 し た 結 果 、

孝 は 家 の 継 承 存 続 や 親 の 孝 養 だ け に と

ど ま ら な い こ と を 実 証 し た 。 近 代 へ の

過 渡 期 に お け る 孝 は 、 都 市 生 活 者 が 自

助 に よ り 家 族 と と も に 生 活 す る 居 所 を

築 き 、 将 来 を 見 通 し て 子 ど も を 育 て 上

げ 、 都 市 を 生 き 抜 く た め の 行 き 方 の 総

体 だ と い え る 。  
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